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企業理念

日本ミルクコミュニティ株式会社のコーポレートブランド名は、

ＭＥＧＭＩＬＫ（メグミルク）です。

このコーポレートブランド名を、社名の愛称としても使用しています。

自然からお客様までのミルクコミュニティを育み

 明るく健やかなくらしに貢献します。

私たちが考えるミルクコミュニティは、お客様からお取引先・販売店・生産者・株主・社員に加え、

牛や大地とも共生し、自然で健康的な価値を生み出す有機的ネットワークです。



1 ２

「よい土がよい牧草を育て、よい牧草はよい牛を育む。そしてよい牛はよい牛乳を出し、牛と牧

草が作る肥料は、再びよい土を育てる。」酪農は自然が備えている循環サイクルを上手に利用

した農業です。そして酪農から生まれる牛乳は、おいしくて栄養バランスに優れた自然の恵み

です。私たち日本ミルクコミュニティ株式会社は、この酪農と牛乳のすばらしさをしっかりと見つ

め直し、皆様にその価値を広く提供していく会社として２００３年１月に誕生しました。

あらゆる企業はすべて「社会」の中で活動しており、単独で企業活動を続けることはできません。

弊社も「お客様」「お取引先」「販売店」「生産者」「株主」「社員」などの多くの人々の連携と

協力があってはじめて成り立っています。これらの人々は全体で大きな輪を形づくっており、こ

の輪の中には牛、大地などの私たちをとりまく自然も含まれています。弊社はこの人 と々自然を

包含した大きな輪を「ミルクコミュニティ」と名づけ、そのまま社名としています。この「ミルクコミュ

ニティ」を創り・育むことによって社会に貢献することこそが弊社の使命と考えています。

一方、地球規模での環境問題がクローズアップされている中で、今年は７４年ぶりに我国の最

高気温が更新されたり、北極海の氷面積が過去最小となるなど、近年の顕著な温暖化現象は、

まさに環境問題まったなしの感があります。京都議定書の第一約束期間（２００８～２０１２）がい

よいよ始まり、国際的にも人と自然の調和・共生した持続可能な社会経済システムの構築に向

けた取り組みが本格化してくることが予想されます。弊社も企業の発展と社会の発展が密接

に関係していることを再認識した上で、環境に配慮した事業活動を積極的に展開し、持続可

能な社会の構築に資する企業でありたいと考えています。また、優れた製品・サービスを環境も

含めた倫理的側面にも十分配慮した中で創出することにより、引き続き社会の発展に貢献し

ていきます。

これまで弊社は社会や環境に対する取り組みについてホームページなどを通じ、適宜、情報を

発信してまいりましたが、会社設立から５年という節目に弊社の取り組みを皆様にさらに広く、

詳細に知っていただくために「社会・環境報告書 ２００７」を発行することとしました。今後も透

明性のある事業活動と皆様とのコミュニケーションに積極的に努め、情報開示を推進してまい

ります。なお、弊社の取り組み及び報告内容をさらに質の高いものにするためにも、本報告書に

関してのご意見やご要望などをお寄せいただければ幸いです。

ごあいさつ

２００７年１１月
日本ミルクコミュニティ株式会社

代表取締役社長
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報告の対象 ： 日本ミルクコミュニティ株式会社（単体）

報　告　の　期　間 ： ２００３年度～２００６年度（初めての発行のため）�

                          ※一部、２００７年度の直近の活動も報告しています�

報　告　の　分　野 ： 環境的分野、社会的分野、経済的分野�

発　　　　行 ： ２００７年１１月�

次回発行予定 ： ２００８年 ８月�

発行責任者 ： 取締役　山登 正夫（生産統括部担当）

作成主管部署 ： 生産統括部　生産技術グループ　環境対策チーム�

�

本報告書内容に関するお問い合わせは�

日本ミルクコミュニティ株式会社　

お客様センター（９：００～１７：００）　【フリーダイヤル】 ０１２０ー４６４ー３６９

ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｅｇｍｉｌｋ．ｃｏｍ

〒１６２ー００６７  東京都新宿区富久町１０ー５  新宿ＥＡＳＴビル�

弊社は「自然からお客様までのミルクコミュニティを育み 明るく健やかなくらしに

貢献します。」を企業理念として掲げ、社会の一員として強い認識を持ちながら、

企業活動を進めてまいりました。このたび初めて発行する本報告書は、企業理

念に沿って「環境」だけではなく、「社会」「経済」についての報告も含むこととし

ました。牛乳という「自然の恵み」を、どのようにミルクコミュニティを育みながら、皆

様にお届けしているか、本報告を通してご理解いただければ幸いです。�

初めての報告ということもあり、皆様に親しんでいただけるよう、できる限り読みや

すくすることを念頭に作成しました。また、報告の内容は「環境報告書ガイドライン

（２００３年度版）」（環境省）及び「サステナビリティ・リポーティング・ガイドライン

２００２」（ＧＲＩ）
※

を参考に作成しました。

※ＧＲＩ ： Ｇｌｏｂａｌ Ｒｅｐｏｒｔｉｎｇ Ｉｎｉｔｉａｔｉｖｅの略。　
環境面だけでなく、社会・経済面も含めた、報告書の世界的なガイドラインを制作している国際団体。

４

報告にあたっての基本要件

編集方針



環
境
方
針

「自然の恵みを大切にします。」

２００５年１０月１日
日本ミルクコミュニティ株式会社

代表取締役社長

環境の取り組み

環境方針

弊社は２００５年１０月、「環境方針」を制定しました。�

このなかで、すべての企業活動において、環境への負荷の軽減を図ることを約束しています。

豊かな自然の恵みを、お客様に安全に届けることは私たちメグミルクの社員に課せられた

大切な使命です。そのために私たちは、自然の恵みをもたらす地球環境の保全に積極的

に取り組み、事業活動と地球環境の共生に努めて参ります。

【行動指針】
私たちは、牛乳、果汁、ヨーグルトなどの製造および販売等に関わる事業活動を対象に環境方針、

環境目的および環境目標を設定し、定期的な見直しを行なうとともに、環境に対する継続的改善と

汚染の予防に取り組むため、以下の指針に基づき、環境マネジメントシステムを推進します。

１. 社会への貢献

企業活動を通しての社会貢献とともに、自然保護活動等を支援します。

２. 企業情報の開示

会社を取り巻く関係者とのコミュニケーションを図り、信頼性のある情報を適時、積極的に提供し

ます。

３. 地域社会との交流

　「開かれた工場」など、事業所において地域社会とのコミュニケーションを積極的に行います。

４. 環境への配慮

　地球環境を保護するため、関連する法令・規則を守ります。

　また、すべての企業活動において、環境への負荷の軽減を図ります。

５. 排出物の適正な処理

　地域社会の環境を保護するため、法令・規則を守り、排出物を適正に処理します。

　さらに廃棄物については積極的に減量と再資源化を図ります。

５



弊社では、２００３年の設立以来、全社それぞれの部

門が環境保全に取り組んできました。水使用量の削

減、ＣＯ２排出量の削減、廃棄物の削減などは、今や

地球規模の課題となっています。ここに弊社が２００６

年度までに実施してきた、環境活動をご報告します。

６

２
０
０
６
年
度
ま
で
の
環
境
活
動

環境への取り組みは、私たちの企業理念実現活動の一環と位置づけています

２００６年度までの活動ダイジェスト

担当 実　績環境目標

電力使用量の削減 工場
２００６年度は２００３年度に比べて、原単位を９％削減、
総量でも７％削減することができました。

燃料使用量の削減 工場 ２００６年度は２００３年度に比べて、原単位を１３％削減、
総量でも11％削減することができました。

水使用量の削減 工場
２００６年度は２００３年度に比べて、原単位を７％削減、
総量でも５％削減することができました。

廃棄物削減とリサイクル率向上�

リデュース、リユース、リサイクル推進
工場

２００６年度、全１２工場１製造所中６工場がリサイクル率
９０％以上を達成しました。

全場所参加の環境活動展開 全社

社内報でエコ通信と題して、環境関連記事を掲載し社内への
情報発信・啓蒙活動を実施しています。また、全社で「チーム・
マイナス６％」に参加。「クールビズ」「ウォームビズ」の他、「昼
休みの消灯」「階段の積極的使用」などに取り組みました。

最適物流体制の構築・体制整備
本社

ロジスティクス
センター

２００５年に配車センターを設置したことにより全国の出荷場
所間輸送が一元管理できるようになりました。その結果、効率
的な配車が可能となり、配送コースを大幅に削減することが
できました。

ＩＳＯ１４００１の認証拡大
（マルチサイトとして拡大）�

（本社、富里、児玉、川越、名古屋、神戸、�
福岡工場、京都工場池上製造所）

本社

新規取得工場

２００５年１２月に既に取得していた５工場に本社を加え、マル
チサイトとして一括認証取得し、さらに２００７年３月に新規
６工場１製造所の拡大認証を取得しました。

グリーン調達の推進 本社
グリーン調達基準を作成。紙パックなどの包装原料の梱包資
材のリユース化（プラスチックダンボール化）や生産工場に近
い場所から原料資材を購入するなどの取り組みを実施しました。
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水
へ
の
取
り
組
み

環境の取り組み

工場での水使用量の削減状況

日本にいると無限とも思える水資源ですが、限りある大

切な資源のひとつです。お客様に安心・安全な商品を

お届けする上で十分な洗浄作業は欠かせませんが、

洗浄ラインの効率化などの工程改善や最適な洗浄時

間の検証などを通して、水の使用量が削減できるよう、

たゆまぬ努力を続けてきました。�

２００６年度の年間水使用量は７，２７０千ｍ３で、前年並

みとなりましたが、原単位は前年比で２％の削減となり

ました。�

２００３年度を基準とすると総使用量は５％の削減を達

成しました。

メグミルクは水を大切にしています

６，９００

７，０００

７，１００

７，２００

７，３００

７，４００

７，５００

７，６００

７，７００

７，８００

２００３年度

＝用水使用量（千ｍ３）

＝原単位
※
（ｍ３／ｋｌ）

２００４年度 ２００５年度 ２００６年度

※原単位 ： 使用の効率を表す値。
メグミルクでは、使用量を生産量で割った値を用いています。

７．００

７．５０

８．００

８．５０

９．００

９．５０

１０．００

７．５４７．６７
７．８９

８．０８

７，６５０

７，５６０

７，２５０ ７，２７０

用水使用量と原単位
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水使用量削減の一環として、各工場では冷却水や衛

生上問題のない箇所に処理済みの排水を二次利用

するなど、水資源の有効活用に努めています。ここで

は代表的な取り組みをご紹介します。

冷却水の二次利用

野田、川越、日野、福岡の４工場では、殺菌した牛乳を

冷却するための熱交換に使用したきれいな水をタンク

に貯めて、商品運搬用ケースの予備洗浄やトイレなど

で二次利用しています。

水資源の有効活用

殺菌機

冷却水

牛乳牛乳

貯水タンク

ポンプの冷却などに二次利用

トイレで利用

排水処理

冷
却
水

商品運搬用ケースの
予備洗浄

富里工場の排水浄化設備

清浄化された水

排水処理の二次利用

富里工場では、排水処理

場で処理したきれいな水

を、排水処理場のポンプ

の冷却水など食品の衛

生性に影響のない箇所

で二次利用しています。

その量は年間で５０，０００トン（２５ｍプール約１５０杯分）

にもなります。

富里工場
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環境の取り組み

工場でのＣＯ２排出量削減状況

ＩＰＣＣ（気候変動に関する政府間パネル）による報告

は、地球の温暖化は深刻であり、早急な対応が必要

であるとしています。メグミルクは持続可能な社会の実

現に貢献するために、積極的にＣＯ２の削減に取り組

んでいます。２００６年度のＣＯ２排出量は１４５千トンで、

前年比は１％の増加となりましたが、これは生産量の

増加によるもので、原単位は年々減少傾向となってい

ます。

温室効果ガス（ＣＯ２）排出量の削減に取り組んでいます
ＣＯ２排出量と原単位

電気使用量と原単位

燃料使用量（原油換算）と原単位

燃料使用量（原油換算）は、２００３年度と比較して

８，１００キロリットル、１１％削減しています。

ＣＯ２排出量は、２００３年度と比較して２３千トン、１４％

削減しています。

電気使用量は、２００３年度と比較して１，２００万キロワッ

ト、７％削減しています。

９

１６８，０００

１６０，０００

１３０，０００
２００３年度

＝ＣＯ２排出量（ｔ）

＝原単位（ｋｇ／ｋｌ）

２００４年度 ２００５年度 ２００６年度

１４０，０００

１５０，０００

１６０，０００

１７０，０００ ２１０

１９０

１７０

１５０

１３０

１４３，０００
１４５，０００

１５１１５２

１６７
１７７

６９，６００

５８，０００

６２，０００

６６，０００

７０，０００

７４，０００

２００３年度

＝燃料使用量（原油換算）（ｋｌ）

＝原単位（ｌ／ｋｌ）

２００４年度 ２００５年度 ２００６年度
６５．０

７０．０

７５．０

８０．０

８５．０

６４，０００
６５，１００

６７．６６７．８

７２．６

７７．３

１７，６００

１７，０００

２００３年度

＝電気使用量（万ｋＷｈ）

＝原単位（ｋＷｈ／ｋｌ）

２００４年度 ２００５年度 ２００６年度
１５０

１６０

１８０

２００

２２０

２４０

１５，０００

１６，０００

１７，０００

１８，０００

１６，１００ １６，４００

１７０１７０
１７７

１８６

１８０，０００ ２２０

７３，２００



１０

燃料転換、コ・ジェネレーションの導入

工場での主要燃料源を重油から、よりＣＯ２排出量の

少ない天然ガスに変更するものです。ガス化はＣＯ２

排出量の削減に効果的であることから、メグミルクで

は段階的に燃料転換を進めています。近くにガス管

が引かれている９工場のうち、既に５工場（富里、日野、

海老名、豊橋、神戸）でガス化が完了しており、２００７

年度中にさらに２工場（札幌、川越）でもガス化実施

予定です。残る工場においても、検討を行っています。

また、燃料を効率的に利用するために自家発電時の

廃熱を牛乳の殺菌などの熱源として回収する、コ・ジェ

ネレーション設備を６工場１製造所（富里、海老名、日野、

豊橋、京都、神戸工場、京都工場池上製造所）に導

入しています。

温室効果ガス排出量取引

環境省が実施する第３期「自主参加型国内排出量

取引制度」において、札幌工場が目標保有参加者タ

イプＡに、富里工場が新しく制度化された目標保有参

加者タイプＣに参加申請し、２００７年５月１０日に採択

されました。タイプＡは一定量の温室効果ガス排出削

減を約束する代わりに、排出削減に関わる設備投資

に対する補助金の交付を受けるもので、タイプＣは設

備補助を受けることなく、基準年度（２００４～２００６年

度平均）排出量から２００７年度において１％以上、

２００８年度において２％以上の排出削減を約束する

ものです。メグミルクは２工場合計で２００７年度は１１６（ｔー
ＣＯ２）、２００８年度は１，４２３（ｔーＣＯ２）の削減を約束

しています。

約束した削減量確保に向けて厳しい管理を行い、環

境問題の最重要課題である温暖化問題に責任を果

たすと同時に、将来予測される本格的な排出権取引

のノウハウを蓄積したいと考えています。

コ・ジェネレーション
システム （豊橋工場）

コ・ジェネレーション
システム （富里工場）

富里工場（タイプＣ）

富里工場 豊橋工場

札幌工場（タイプＡ）

温室効果ガス排出量取引制度参加工場

ＣＯ２削減目標

海老名工場 京都工場

京都工場池上製造所

日野工場

神戸工場

排
出
量

１１６ｔ削減

１，４２３ｔ削減

２００８年度２００７年度２００４～２００６年度
の平均

ＣＯ２
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環境の取り組み

メグミルクでは、チーム・マイナス６％に参加。それぞれ

の事業所で取り組みをしています。

チーム・マイナス６％とは２００５年２月１６日に発効した

京都議定書において、日本が世界に約束した温室効

果ガス排出量６％削減の約束を実現させるための国

民的プロジェクトです。

※京都議定書：深刻な問題となっている地球温暖化解決のために、
世界各国が協力して作成した温室効果ガス削減の枠組。

  
  
本社ビルにおける
チーム・マイナス６％の取り組み

クールビズ

６月から９月の間は、原則として上着、ネクタイの着用を

中止し、冷房温度を２８℃に設定しています。

また、この時期本社を訪れるお客様やお取引先にもご

理解をいただくご案内をしています。

階段の使用

フロアを移動する際に、できるだけエレベーターを使わ

ず階段を使用することで、電力量の削減に努めてい

ます。

休憩時間中の照明オフ運動

本社ビルでは昼休みなどの休憩時間は、極力照明を

消して節電を図っています。また同様に各工場でも通

路等の照明を消し、使用電力を削減しています。

省電力への取り組み
太陽光発電の利用

野田工場では、屋上に太陽電池のパネルを設置し、

年間約４万ｋＷｈを発電。これはタンクローリー約１台

分の原油に相当するエネルギー量になります。

省エネ型蛍光灯の設置

京都工場池上製造所では、事務室や見学コースに

省エネタイプの蛍光灯を設置しています。同様に京都

工場や日野工場などでも設置されています。

ナトリウムライトの使用

京都工場では、敷地内に設置された外灯を、水銀灯

からより電力消費の少ないナトリウムライトに変更。従

来より約５０％電力の節減がなされています。

ＮＡＳ電池

野田工場では２００４年、乳業会社で初めてナトリウム

硫黄電池（ＮＡＳ電池）を導入しました。ＮＡＳ電池は

夜間電力にて蓄電し、昼間に放電することでピーク電

力を低減することができます。また発電機と異なり燃焼

を伴わないため大気汚染物質の窒素酸化物の発生

がなく、化石燃料比率の低い夜間電力を利用するた

めＣＯ２排出量の低減にも貢献しています。

チーム・マイナス６％への参加と、各事業所での省電力への取り組み

クールビズ執務風景 入り口の立て札

階段を上っている社員 エレベーター前の張り紙

照明オフの職場風景 工場の通路

野田工場

京都工場池上製造所

京都工場

野田工場
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緑いっぱいの神戸工場。 社員の手で
丁寧に刈り込まれた枝。

落ち葉もきれいに清掃されてい
ます。

これらの枝や落ち葉は１カ所に集
められ、質のよい堆肥としてリサ
イクルされます。

この堆肥を利用して、工場内の
いたる所に花壇が作られています。

見学の皆様をお迎えする花も、
堆肥で育てられています。

広 と々した敷地の真ん中に建て
られた京都工場。一年中敷地の
外部に影を落としません。

工場裏の大堰川（おおいがわ）
に面して設置された製品出荷口。
騒音が周囲の人家に届かない
配慮です。

周囲の稲の生育に影響を与えないように、夜間の光には徹底して
配慮。（右の写真は京都工場池上製造所）

神戸工場高効率ターボ冷凍機

福岡工場エネルギー管理装置

最新鋭冷却設備の導入

牛乳などのチルド製品は、常に低温を維持することが

そのまま品質保持につながります。豊橋、神戸工場で

は従来に比べてエネルギー効率の高い最新鋭冷却

設備（高効率ターボ冷凍機など）を導入し、高い品質

と環境保全（ＣＯ２排出量削減）を両立させる取り組

みを行いました。�

エネルギー管理装置の導入

これまでは供給設備中心のエネルギー管理を行って

きましたが、工場全体のエネルギー削減計画達成の

ためには製造現場の生産設備の電力、その他全エ

ネルギーの計測・管理と稼働状況の監視によるエネル

ギー原単位の把握、エネルギー最適化が重要な要素

となります。メグミルクでは段階的にエネルギー管理装

置を導入して、省エネ・業務の効率化を図っています。

環境との調和
メグミルクの各工場では、それぞれの立地条件に応じ

て周囲の環境との調和を図る試みを行っています。

『ほたるの里』と共生する京都工場

京都府南丹市に位置する、京都工場の周囲は『ほた

るの里』と呼ばれ、豊かな自然と、四季折々の美しさが

堪能できます。

京都工場は、このような自然環境との調和に配慮して

建設されました。

一年中周囲の畑に陰を落とさないように設計された

建物。また建物自体もできるだけ窓を少なくし、工場の

敷地内にも周囲に光のもれない外灯を使用するなど、

近隣の農作物の生育に影響を与えないように考えら

れています。

さらに、トラックが集まり、騒音の発生しやすい出荷口は、

住宅を避け川に面した方角に設けるなど、設計段階

よりさまざまな配慮がなされています。

木の枝や落ち葉を堆肥に変えて、草花を栽培
神戸工場は、一年中緑に囲まれています

神戸工場の敷地の中には、多くの樹木や草花が植え

られています。実はこれらの植物は工場内に植えられ

た樹木の枝や落ち葉を堆肥として、土に戻し、その堆

肥で栽培されたものです。枝や落ち葉をゴミとして出

すのではなく、堆肥として再利用することで、ゴミの減

量化や美しい環境づくりを進めています。

温
暖
化
防
止
へ
の
取
り
組
み
・
環
境
と
の
調
和
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環境の取り組み

工場における廃棄物の構成です。排水処理場からで

る余剰汚泥と工程で使用できなくなった原料や廃棄

製品などの動植物性残さ類が約半分を占めています。

各工場では工程改善を進めて、これら廃棄物の削減

に努めています。�

２００６年度のリサイクル率は７８％となりました。

廃棄物の削減
学校給食用の牛乳紙パックや工場内で発生する使

用済紙パックなどは、各工場でリサイクルに取り組んで

います。牛乳紙パックのパルプは、繊維が長く、良質な

紙に再生できます。また、リサイクルすることで、紙パッ

クの環境負荷をさらに削減することができます。資源と

環境負荷という大きな２つの環境問題に対して、紙パッ

クのリサイクルは有効です。特に札幌・児玉・野田・海

老名・名古屋の５工場では、専用機械で処理して再

生紙メーカーに原料として売却し、できあがったティッ

シュペーパーやロールペーパーを購入する、という一

環したリサイクルを実践しています。

リサイクルの促進

回収された牛乳紙パックは、洗っ
て細かくして無駄なくリサイクル
（海老名工場）

袋詰めされて処理会社へ

ティッシュぺーパーや
ロールペーパーとしてリサイクル

紙パックの裁断機
（海老名工場）

２００６年度 廃棄物種目割合

リサイクル率�７８％

廃棄物の削減は徹底した
分別から（札幌工場）

分別されたアルミふた
（京都工場）

分別された段ボール
（京都工場）

分別破砕された牛乳ビン
（野田工場）

プラスチック製品も分別
（富里工場）

汚泥の肥料化（富里工場）

汚泥類 ２４％

紙ゴミ類 １９％

廃プラ類 １１％

ガラス類 ５％

金属類 ８％

焼却灰 ０．１％
その他 ５％

動植物性
残さ類　 ２７％



１４

リサイクルの一例（野田工場の場合）
紙パックの他にも、積極的に
リサイクルに取り組んでいます。

メグミルクのさまざまなリサイクルの仕組みを野田工場

を例にとってご紹介します。

野田工場のエコセンター

野田工場

牛乳ケース（クレート）・パレット

建材路盤材・
牛乳ケースなど

きれいな
水にして
川へ

牛乳パック・事務所の廃棄紙

薬品

牛乳びん・原材料びん 他 牛乳びんのキャップ

ダンボール

缶類・果汁ドラム缶・アルミ箔

洗浄水・廃乳・廃果汁

再生工場へ

排水処理

再生処理

回収

きれいな水にして
川へ

製紙・ロールペーパー・
ティッシュペーパー
                             など

再生工場へ

排水処理

汚泥

業者へ委託処理

新しい
びん

粉砕 舗装材など

新しい
ダンボールへ

粉砕

プランターなどの
プラスチック製品

再利用

製作所で
加工

鉄の原材料

加工処理



１５

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
の
取
り
組
み

環境の取り組み

製品輸配送におけるＣＯ２の削減
ロジスティクスにおける最も重要な課題は製品輸配送

におけるＣＯ２の削減です。メグミルクではお取引先へ

の配送あるいは出荷場所間の輸送にあたり、全て運

送事業者に委託しています。そこで、荷主として環境

に配慮した適正な車両を積極的に選択することにより、

ＣＯ２排出の削減を推進しています。�  

２００５年度より東京都調布市に配車センターを設置し、

全国の出荷場所間輸送を一元管理し効率的な配車

を目指しています。また、事業部毎（北海道、東北、関東、

中部、関西、九州）に設置しているロジスティクスセンター

ではお取引先への配送において、日々低積載コース

を分析し、適正な車両選択を行っています。配車・コー

ス分析においてはメグミルク独自の物流管理システム

や配車システムを活用し、配送車両の削減を進めて

います。�  

会社が設立された２００３年度より出荷場所間輸送に

おける輸送車両および輸送距離の削減を目指し、出

荷場所の統廃合を進めています。

ロングライフ製品の在庫管理は全国６エリアにおいて

それぞれ行っていました。２００６年度よりロングライフ

商品管理チームを設置し、全国のロングライフ製品の

在庫管理を一元化し、無駄な製品輸送および製品廃

棄物の削減を目指しています。

輸送に係る環境負荷の低減に取り組んでいます
適正な車両選択・大型化例

年度別お取引先配送コース推移

工場の出荷風景（左・野田工場、右・神戸工場）

車両の削減・大型化によるＣＯ２の削減

低積載コースＡ
（４ｔ車，積載率６５%)

低積載コースＢ
（４ｔ車，積載率７０%)

低積載コースＣ
（４ｔ車，積載率６０%)

新コースＡ．Ｂ．Ｃ（１０ｔ車，積載率７８%)

コース統合
車両大型化

２００３年度

１，７６７コース

２００４年度

１，５２０コース

２００５年度

１，３９７コース

２００６年度

１，３８５コース

年度別拠点推移

２００３年度

３９箇所

２００４年度

３４箇所

２００５年度

３３箇所

２００６年度

３２箇所

メグミルク配車センター（東京都調布市）

お取引先配送コースの効率化イメージ図
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製品廃棄物の削減

メグミルクではお取引先への出荷可能期限が過ぎて

廃棄物となる製品の削減を目指し、需要予測の精度

を上げ、適正在庫管理を進めています。また、発生し

た製品廃棄物の処理においてはリサイクル処理可能

な業者に委託しています。

製品廃棄物は、２００４年度の約半分（５１％）のレベル

まで減少しています。

プラスチック容器（クレート）の

１００％リサイクル

メグミルクでは製品の保管・輸送においてプラスチック

製の容器（クレート）を使用しています。使用を重ね古

くなった容器はプラスチックメーカーで１００％リサイク

ル材として使用されています。また、資材消費や廃棄

物を削減するために、新容器の原料として当社容器

のリサイクル材を２５％の比率で使用しています。

リサイクル材を２５％使用した容器（クレート）

工場で保管されている
容器（クレート）

改正省エネ法による荷主の義務への対応

２００６年４月に施行された改正省エネ法では運送事

業者に加え、荷主となる事業者に対し、省エネルギー

に取り組むことが義務付けられました。メグミルクでは

輸配送に伴うエネルギー消費量の正確な数値を把

握し、荷主企業としての取り組みを進めるとともに、運

送事業者やお取引先と連携を図り、エネルギー消費

量の削減を進めていきます。

運送事業者 お取引先

エネルギー消費の削減

２００４年度を１００とした場合の、
製品廃棄物発生推移

０

２０

４０

６０

８０

１００

２００４年度 ２００５年度 ２００６年度

１００

６７

５１



１７

グ
リ
ー
ン
調
達
と
３
Ｒ
の
取
り
組
み

環境の取り組み

グリーン調達とは、商品を製造するための原料資材や

事務用品などの消耗品を購入するにあたり、品質や

価格だけでなく環境に配慮し、できるだけ環境負荷が

少ない製品やサービスを購入する取り組みです。

原料資材のグリーン調達指針

グリーン調達が環境配慮型製品の市場形成に重要

な役割を果たし、持続可能な社会の構築に極めて有

効な手段であることを認識し、グリーン調達指針を

２００６年に定めました。メグミルクではこの指針に基づ

き原料資材調達を行っていきます。

グリーン調達指針�

■環境や人の健康に被害を与えるような物質を含
んでいない�

■資源やエネルギーの消費が少ない�
■持続可能な資源を使用している�
■食品に直接触れない資材（梱包材など）について
は、再生された素材の使用率を高める�

■廃棄されるときに処理や処分が容易である�
■調達コストについては、従来品と同程度を基本
とする�
■物流の合理化のため、積載効率のアップ・配送距

離の短縮を図る�
■納入品の包装材については、リユース品の使用
率を高める

空車活用による効率配送の実施

メグミルクが購入している原料資材は種類も多く、

供給工場も多いことから、以前は原料資材を配

送した後のトラックが空のまま戻るということがあり

ましたが、配送を集約し一元管理することで、戻り

のトラックに近隣の原料資材メーカーからの荷物

を積んで、空車率を削減する取り組みを行ってい

ます。

空車を利用した配送の効率化

使用工場所在地に近いエリア内での
供給体制の見直し

地産地消の考え方を原料資材の供給体制に応

用しました。使用量の多い紙パックなどの資材では、

西日本のメグミルク工場には西日本の資材メーカー

工場から、東日本のメグミルク工場には東日本の

資材メーカー工場から供給を行い、輸送距離を

できるだけ短縮する取り組みを行っています。

原料資材輸送距離の短縮化

グリーン調達

東日本

※配送業者による効率的な取り組み

メグミルク

原料資材メーカー

資材メーカー
関東エリアの工場

メグミルク
関東エリアの工場

資材メーカー
関西エリアの工場

メグミルク
関西エリアの工場

西日本

環境への負荷低減

配送センター・販売店など

製品を
積載した車

原料資材を
積載した車



１８

原料資材の梱包材の一部リユース化・軽量化

原料資材の中には、梱包材にダンボールを使用して

いるものがあります。ダンボールはこれまでリサイクルさ

れていましたが、３Ｒに則り一部のダンボールをプラス

チックダンボール（プラダン）化して、リユースしようとい

う試みも実施しています。�

またリデュースの取り組みとして、品質を確保した上で

ダンボールに替えて薄いクラフト紙を梱包材に使用し

た原料資材の購入も始めています。

※３Ｒ：Ｒｅｄｕｃｅ（リデュース：減らす）Ｒｅｕｓｅ（リユース：
再利用）Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル：再資源化）の頭文字をとっ
た言葉。この順位で廃棄物削減の取り組みを行うのがよい
とされています。

プラスチックダンボール

クラフト紙を梱包材に
使用した原料資材

このように分解して、
納入メーカーに返却します

メグミルクで制作している印刷物は、社内報や工場見

学での配布物などに可能な限り環境に優しい印刷方

式を採用しています。

大気汚染を招く危険性の高い揮発性有機化合物

（ＶＯＣ）という有害物質を発生させる石油系溶剤を

抑えた大豆油インキや、ノンＶＯＣインキの採用。また、

印刷用紙も再生紙やＦＳＣ認証紙
※

を使用し、地球環

境の保護を考えています。

※ＦＳＣ認証紙：ＦＳＣ（Ｆｏｒｅｓｔ Ｓｔｅｗａｒｄｓｈｉｐ Ｃｏｕｎｃｉｌ ＝

森林管理協議会）の定めた「森林認証制度」に合致した印

刷用紙。適切に管理された森林から計画的に伐採～加工

～製紙～印刷までの履歴管理が行われていることが証明さ

れています。

各種印刷物も
環境負荷低減に配慮

名刺にも
古紙１００％の用紙を使用

３Ｒの取り組み 印刷物への配慮
※



１９

物
質
の
流
れ

環境の取り組み

メグミルクマテリアルフロー

生乳

粉乳・乳製品等原料

その他原料

４２７，０００ トン

３９，５００ トン

５９，１００ トン

紙パック

その他紙

プラスチック

ガラス

アルミ

２７，０００ トン

�４，９００ トン

９，２３０ トン

１，８５０ トン

１９０ トン

原材料 包装材料

商品

ユーティリティー ＯＵＴＰＵＴ

製造工程

電力（購買量）

燃料（原油換算）

用水

１１，６００ 万ｋWｈ

６５，１００ ｋｌ 　

�７，２７０ 千m3  

廃棄物量

排水

CO2（工場由来）

CO2（物流由来）

２１，５００ トン   

５，７３０ 千m3

１４５，０００ トン    

１２３，０００ トン    

原料受入

殺菌・冷却

パック詰

検査

冷蔵庫

出庫

検査室

※２００６年度 自工場で使用・排出した量
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  メグミルクは継続的、組織的に環境負荷低減に取り

組むために環境マネジメントシステムの導入を積極的

に進めています。会社設立当初は５工場それぞれで

ＩＳＯ１４００１を認証取得していましたが、２００５年

１２月に本社を中心としたマルチサイト形式で認証を

取得。２００６年度（２００７年３月）はさらに、６工場・１製

造所に拡大し認証取得しました。２００７年度は、全国

のロジスティクス部門、営業部門、管理部門に拡大し、

全社一括での認証取得を進めています。これにより、

部門にとらわれることなく会社一丸となった環境負荷

低減活動が体系的に可能になります。

※ＩＳＯ１４００１ ： ＩＳＯ（国際標準化機構）が制定した環境マ

ネジメントシステムの国際標準規格。

環境教育

メグミルクでは、環境マネジメントシステムの充実を図

るため、内部環境監査員を養成する研修を外部の審

査登録機関に講師を依頼して実施しています。２００４

年から実施してきた内部環境監査員養成研修を修

了した社員は２００７年５月現在、１１８名に達しました。

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
取
得

ＩＳＯ１４００１の認証取得状況

札幌工場

海老名工場

野田工場

豊橋工場

京都工場 本社

富里工場

川越工場

児玉工場

名古屋工場

京都工場池上製造所

福岡工場

神戸工場

【２００５年１２月】  本社拡大

【２００７年３月】 ６工場・１製造所拡大

メ グ ミ ル ク 全 社 へ 拡 大

研修風景

内部環境監査員養成研修修了者数

２００４年 ２００５年 ２００６年 ２００７年

１６名 ２０名 ５２名 ３０名

※



２１

２
０
０
７
年
度
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

環境の取り組み

環境活動は特別なことではありません。メグミルクは豊

かな自然の恵みを安全にお客様にお届けするという

本来業務において、常に環境負荷低減に努めていま

す。そのため、２００７年度より環境マネジメントは日々の

業務と一体化して取り組み（業務計画進捗管理制度

と一体化）、その上で目標の管理や情報の共有化の

ために環境会議を行っています。

※ＥＭＳ ： Ｅｎｖｉｒｏｍｅｎｔａｌ Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ Ｓｙｓｔｅｍ（環境マネジメン

トシステム）の略。組織が環境方針・目的目標を設定し、その達成に

向けた取り組みを実施するための計画・体制・プロセス等の経営シス

テム。

２００７年度ＥＭＳの展開

メグミルク業務計画進捗管理制度（イメージ）

それぞれの部署でマネジメントを実施し、それらが相互に協力し合うことで、全社マネジメントシステムが構築されます。

メグミルク環境マネジメントシステム

地  域  事  業  部

本社
管理系

ＣＯ２の削減（全工場合計で原単位を前年比０．５%削減）

廃棄物のリサイクル率向上（８３．７%以上）

廃棄物処理費用削減（前年比３%削減）

ＥＭＳ全社導入及びＩＳＯ１４００１のマルチサイト化による全社認証取得

グリーン調達の推進（原料調達の環境配慮、事務用品の環境配慮）

環境に配慮した商品開発（開発基準の策定など）

効率的な転配送の検討実施（トンキロメートルの削減）

会社保有車両（営業車など）の燃料使用量の効率化

紙・電気の節減

各事業所における地域社会への貢献

Ｐｌａｎ

Ｐｌａｎ

Ｃｈｅｃｋ

ＤｏＡｃｔｉｏｎ

（計画）

Ｐ

Ｃ

ＤＡ
本社
営業系

Ｐ

Ｃ

ＤＡ
本社
生産系

Ｐ

Ｃ

ＤＡ

支店
（営業）

Ｐ

Ｃ

ＤＡ
ロジスティクス
センター

Ｐ

Ｃ

ＤＡ工場

Ｐ

Ｃ

ＤＡ

※



２２

メグミルクでは、本来業務において環境配慮を進める

ため、環境という枠での組織は特別に編成していま

せん。通常の組織の業務において、計画を推進・実

施していきます。

全社環境会議�
責 任 者 ： 代表取締役（最高責任者）�
事 務 局 ： 生産統括部生産技術グループ環境対策チーム
メンバー ： 常勤役員、本社部長、地域事業部長
開催頻度 ： ３回／年

全社ＥＭＳ推進会議�
責 任 者 ： 環境担当役員（統括責任者）�
事 務 局 ： 生産統括部生産技術グループ環境対策チーム
メンバー ： 本社部長、環境担当者
開催頻度 ： ３回／年

事業部環境会議�
責 任 者 ： 事業部長�
事 務 局 ： 事業部環境事務局
メンバー ： ロジスティクスセンター長、支店長、工場長、
　　  　　　事業部課長、環境担当者�
開催頻度 ： ３回／年

部署別環境会議（支店・工場など）�
責 任 者 ： 所属長��
開催頻度 ： １回以上／２ヶ月

会議風景（工場）

２００７年度より、計画から実施の進捗管理を行うため

に各階層ごとに会議を実施しています。これら会議では、

環境に関する情報の共有化も行い、全社一丸となっ

た環境推進体制の構築に寄与しています。

 Ｃｈｅｃｋ（監視・測定）

 Ｄｏ （実施）

計画推進・実施体制（イメージ）

● 経営企画部

● コンプライアンス部

● 品質保証部

● コミュニケーション部

● システム企画部

● 管理統括部

● 営業統括部

● ロジスティクス部

● 生産統括部

● 酪農資材部

● ロジスティクスセンター
● 支店● 北海道事業部
● 工場

● ロジスティクスセンター
● 東北事業部

● 支店

● ロジスティクスセンター
● 支店● 関東事業部
● 工場
● ロジスティクスセンター
● 支店● 中部事業部
● 工場
● ロジスティクスセンター
● 支店● 関西事業部
● 工場
● ロジスティクスセンター
● 支店● 九州事業部
● 工場

代
表
取
締
役

全社ＥＭＳ推進会議 事業部環境会議 部署別環境会議

全社環境会議
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社
会
に
対
す
る
環
境
活
動
の
理
解
促
進

社会的取り組み

メグミルクでは、それぞれの工場、支店などが環境保

全に役立つ活動や、取り組みを行っています。

清掃活動

工場や支店周辺の美化活動を中心に自主的な清掃

活動を実施しています。

京都工場池上製造所では、２００６年１１月に工場の排

水を放流している農水路の清掃活動を実施しました。

野田工場では、工場周辺の清掃活動を定期的に行っ

ています。

川越工場は的場工場団地のクリーンキャンペーンに

参加しました。

首都圏西支店、ロジスティクス部配車センター、関東

事業部管理二課、（株）グリーンサービスが入居する

調布のビルでは、「クリーン・デー」と呼ばれる清掃活

動をスタートさせました。また、首都圏北支店、首都圏

東支店や各事業部でも同様の取り組みを行っています。

クリック募金

北海道事業部では、札幌市環境プラザが行う「環境

教育へのクリック募金」に参加しています。２００６年度

の寄付の実績は２４万円でした。これは札幌市の子ど

もたちの環境教育に役立てられます。

エコプロダクツ２００６

メグミルクは、全国牛乳容器環境協議会加盟会員の

一員として国内最大級の環境展「エコプロダクツ２００６」

に参加しました。全国牛乳容器環境協議会は全国の

乳業メーカー、飲料用紙容器メーカー並びに団体会員、

賛助会員の１８０会員からなる紙容器に関するリサイ

クル活動、環境保全に取り組んでいる団体であり、２０１０

年度までに紙パックの回収率を５０％以上（２００５年

度３６．２％）という自主目標を掲げて活動に取り組んで

います。�

当協議会は、エコプロダクツ展で手すきハガキ体験コー

ナーや牛乳パックを利用した工作物展示コーナーな

どを設けて啓蒙を図り、牛乳パックのリサイクルに関し

来場者の方々に身近に感じていただきました。

社会活動

京都工場池上製造所の
清掃活動の様子

野田工場の清掃活動の様子

川越工場のクリーンキャンペーン
参加の様子

感謝状

首都圏西支店などによるクリーン･デー 

北海道事業部
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メグミルクでは、工場見学やイベント、ホームページを

使い、広くお客様に環境の大切さをご理解いただく取

り組みを行っています。

各工場における環境コーナーの設置

見学工場に設置された「環境コーナー」では、環境を

守るための工場の取り組みを展示パネルとして紹介

しています。

牛乳紙パック工作、酪農体験イベントの実施

各見学工場では、通常の見学を受け入れているほか

に、牛乳紙パック工作や、酪農体験を通じ、皆様に楽

しみながら環境保護を啓蒙するイベント型工場見学

を行っています。

海老名工場「牛乳紙パックで作る楽しい工作」イベント
春休みに行われた、楽しい工作づくり

神戸工場「牛乳紙パックで、手すきハガキづくり」イベント

京都工場池上製造所「親子で酪農体験と牛乳工場見学会」
工場に隣接した牧場と牛乳工場をセットで見学

（京都工場池上製造所） 廃棄物の徹底した分別の仕組
みを写真で説明（札幌工場）

パネルとリサイクル紙パックの現物を展示（京都工場） （神戸工場）

ブラックイルミネーション２００６

環境省では地球温暖化防止のため、毎年６月の夏至

の日に「ＣＯ２削減／ライトダウンキャンペーン」と題し

てライトアップ施設や家庭の電気を消すよう呼びかけ

るイベントを実施しています。メグミルクは「札幌工場」

「海老名工場」「名古屋工場」「神戸工場」が２０時

から２２時まで看板の照明を消すなどで参加しました。

パック連全国大会に参加

「全国牛乳パックの再利用を考える連絡会」主催の

記念大会「第２０回　牛乳パックの再利用を考える全

国大会」が２００６年７月２９日～３０日の二日間にわたり、

日本での牛乳パック再利用活動発祥の地である山梨

県甲府市で開催されました。�

初日は、全国パック連の平井代表・山梨県知事の挨拶、

全国大会のセレモニーに引続き、環境省から再利用

に関する基調報告、作家・池田香代子氏による記念

講演が開催されました。二日目には、５つの分科会に

分かれてそれぞれのテーマについて、自治体、市民

団体、事業者が討論し、事例紹介や意見交換が熱

心に行われました。�

メグミルクからは環境対策チームが参加し、全国大会

参加者との意見交換・交流を図りました。

札幌工場看板照明（点灯時）�

パック連全国大会
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社会的取り組み

メグミルクでは、さまざまな形で社会とのコミュニケーショ

ンを図っています。

情報開示活動

積極的な工場見学の推進

全国の工場の中から、見学通路などのＰＲ設備を備

えた工場を選定し、見学工場として開放しています。

牛乳やヨーグルトの製造工程や、品質管理、衛生管理、

環境への取り組みが展示パネルやＤＶＤ映像によって、

案内係の説明と共にご覧いただけます。

企業ホームページ

企業情報、主要商品情報、イベントや工場見学の情

報などをタイムリーに更新。幅広いお客様に「メグミル

クの今」を知っていただけます。

食育活動・牛乳需要拡大活動
「早寝早起き朝ごはん」全国協議会への参加

早寝早起き朝ごはん運動とは、

■子ども達の望ましい基本的生活習慣を育成

■生活リズムの重要性を再認識

■地域ぐるみで支援するための環境設備など

地域社会、学校、家庭が一体となって、

心身共に健康な子ども達の育成を

めざす国民運動です。

メグミルクでは、この全国協議会への参加を通じ、全

国子ども会連合会とタイアップした「夏休みラジオ体

操キャンペーン」や文部科学省が主催するイベントへ

の協賛を積極的に実施しています。

こども高野山夏季大学

毎日新聞大阪本社が主催する「こども高野山夏季大

学」に協賛。豊かな自然の中で、早寝早起き朝ごはん

の規則正しい生活リズムや、紙パックのリサイクルが

大切なことをアピールしました。

３ーＡーＤＡＹへの参加

３ーＡーＤａｙとは「牛乳・ヨーグルト・チーズをどれでも自

由に１日３回、または３品、食生活に取りいれて、健康

に良い食事を実践しよう」という食生活改善運動です。

メグミルクでは、この運動への参加を

通じ、牛乳や乳製品の消費拡大を図っ

ています。

ラジオ体操 早寝早起き朝ごはん
リーフレット

京都工場 海老名工場

コミュニケーション活動
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ファミリーミュージカルの実施

メグミルクでは、夏休み恒例の「メグミルク夏休みファミ

リーミュージカル」を、メルパルクホール大阪にて開催

しています。

この「メグミルク夏休みファミリーミュージカル」は、「体

を作る食だけではなく、心を育む感動をお届けしたい」

という思いで毎年実施している恒例のイベントです。

５歳から小学校低学年生くらいまでを対象に、前半は

子どもが大好きな歌がいっぱいのファミリーコンサート、

後半がオリジナルミュージカルの２部構成です。歌と踊

りが大好きなクッキーズが、毎年楽しく感動的なステー

ジを繰り広げます。

スポーツ活動支援

スポーツイベントへの参加

メグミルクではスポーツを通じて、より多くの方々に健康

な生活を楽しんでいただくための支援をしています。

女子・少年のサッカー大会や、工場のある富里市で行

われるスイカを食べて走るユニークな市民マラソン「富

里スイカロードレース」のメインスポンサーのほか、特に

成長期の子ども達にスポットを当てたさまざまなスポー

ツイベントを応援しています。

ミルクコミュニティクラブの開設

ミルクコミュニティクラブとは、メグミルクが運営する牛

乳の需要拡大を図るためのホームページです。

「ミルクをもっと楽しモウ！」を合い言葉に、幅広いファン

を持つ料理家の栗原はるみさんのレシピが楽しめる

「ミルクのある生活」、メグミルクの社外取締役でもある

医学博士の江澤郁子先生の「ミルク健康塾」、さらに

はミルクの歴史、栄養、紙パック工作などのコンテンツ

を通じ、牛乳に関する幅広い知識・情報をお届けして

います。

親子でミルククッキング

財団法人日本ベターホーム協会とタイアップして実施

している、親子で参加できる楽しい料理教室です。

２００６年度は夏休みとクリスマス時期に実施。ベターホー

ム協会の講師の方が考案した、オリジナルミルクレシピ

を親子で楽しく作りながら、牛乳により親しんでいただ

くことを目的としています。
菅平女子サッカー大会 狭山市ジュニアサッカー大会

富里スイカロードレース キッドビクス
（子どもエアロビクス大会）

仙台会場 梅田会場
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社会的取り組み

メグミルクでは、独自の品質マネジメントシステム「ＭＣ

ＱＳ（ミルクコミュニティ品質システム）」を構築し設立

以来さまざまな取り組みを続けてきました。

品質方針

お客様の声を聴き、法令・社内基準遵守の企

業倫理のもと、満足と信頼頂ける品質の実現

を目指し、お客様第一主義を実践します。

ＭＣＱＳ ３つの施策

１．安全・安心な商品とサービスの提供
７部門の品質目標

品質保証活動は全社一丸となって取り組んでいく活

動であり、コミュニケーション部門、商品開発部門、原

料資材部門、生産部門、ロジスティクス部門、営業部門、

品質保証部門は、「お客様第一主義の実践」に向け、

品質保証に係る目標を掲げ部門間の連携を深め活

動しています。

メグミルクは、これからも商品やサービスを通して、自然

の恵みを生かし、おいしさ・健康・楽しさ・安心などお客

様の求める価値を創造し、さまざまな形でご提供して

いきたいと考えています。

ＭＣＱＳの取り組み

部門間連携

品質目標の達成

商品開発

ロジスティクス

コミュニケーション 原料資材

営 業 生 産

品質保証

総合衛生管理と検査体勢の確立

おいしさと安心をお届けするために、工場の各工程で

はＨＡＣＣＰ
※

手法に基づいた管理を行うとともに、新し

い検査方法も取り入れ、確実に検査した商品をお届

けする体制を確立しています。
　　　
※ＨＡＣＣＰ（Ｈａｚａｒｄ Ａｎａｌｙｓｉｓ Ｃｒｉｔｉｃａｌ Ｃｏｎｔｒｏｌ Ｐｏｉｎｔ）：
ハサップまたはエイチ・エー・シー・シー・ピーと呼ばれていますが、日本
語では「危害分析重要管理点」と訳されています。原料の入荷から
製造・出荷までの工程においてあらかじめ危害を予測しその危害を
防止するための重要管理点を特定してそのポイントを継続的に監視・
記録し、異常が認められたらすぐに対策を取り解決するシステムです。

おいしさと安心をお届けするために私たちの実施して

いる品質検査を、メグミルク牛乳を例にしてご紹介します。

■受入時検査
原料乳を各工場で受け入れする際に検査を行い、合
格したものだけを受け入れます。
［検査項目］　官能検査（風味、色あいなど）、理化学検査
（乳成分、温度、比重、酸度、アルコールテスト）、細菌数・
体細胞数検査、抗生物質検査

■充填時検査
原料乳を殺菌後、容器に詰める際に検査を行い、合
格したものを容器に充填します。
［検査項目］　官能検査（風味、色あいなど）、理化学検査
（温度、比重）

■製品検査
充填された製品の最終検査を行い、合格したものを
お届けします。
［検査項目］　官能検査（風味、色あいなど）、理化学検査
（乳成分、比重、酸度）、微生物検査（細菌数、大腸菌群）

受入時検査（アルコール検査） 充填時検査（比重測定）

製品検査（微生物検査）

受　入 充　填 出　荷
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製造工程・出荷履歴管理システムの構築

牛乳では、「製造工程・出荷履歴管理システム」を構

築しました。原料乳（生乳）が届けられてから製品を

出荷するまでの履歴が素早く分かるシステムで、原料、

製造工程及び製品について、万一問題が生じた場

合に迅速な対応や原因究明が可能になりました。

イメージ図

システムの仕組み

製造工程履歴管理

製造工程

システム導入によって を実現します。

製品倉庫

製造工程における
生産履歴情報を管理原料乳調達 製品出荷

製品出荷履歴管理

製品の入出庫履歴を
バーコードを用いて管理

原
料
乳
受
入

製
品
保
管

仕
分
け
作
業

出
　
庫

貯
　
乳

殺
　
菌

貯
　
乳

包
材
受
入

包
材
保
管

入
　
庫

充
　
填

製造工程履歴データベース 製品出荷履歴データベース

安心の提供

迅速な対応

貯乳

原料乳受け入れ

充填

殺菌

他工場

包材保管

出庫 入庫

本社

製品保管

システム導入によって を実現します。

迅速な対応

安心の提供 製品出荷履歴
管理システム
データベース

製造工程履歴管理システム
データベース

２． 品質管理教育の充実・徹底
おいしさと安心をお届けするために、食品の品質管

理に関わる知識や行動を習得するための研修を実

施しています。一人ひとりが品質管理のプロになるた

めの知識を習得することで意識の徹底を図っています。

■社内外の専門家や学識経験者による講演や研修。

■職場ごとに、職務に応じた衛生知識や品質に関す

る教育。（検査分析手法、検査分析研修）

■ｅーラーニング・システム
※

による学習。

※ｅーラーニング・システムとは、イントラネット又は、インターネット活用

による学習システムです。２４時間いつでも必要な科目を学習するこ

とが可能です。

講演・研修の様子

ｅーラーニング・システム
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社会的取り組み

３．品質監査の強化
おいしさと安心をお届けするために、社内の品質監

査を強化するとともに、第三者による社外品質監査の

導入で、監査を強化しています。

品質は、工場からお客様の手に届くまで維持されなけ

ればなりません。メグミルクは、原料資材部門、生産部門、

ロジスティクス部門、営業部門に対し、定期的な品質

監査を実施し、品質の維持・改善活動を総合的にチェッ

クし継続的に改善を図っています。

品質の維持・改善を図っていくことは、私たちに課せら

れた責務です。しかし、品質を維持・改善することに自

己満足は許されません。常に、社会の変化に適切に

対応しているかを確認することが重要です。このために、

社外品質監査を導入し、客観的視点での品質監査

も実施しています。

社外品質監査
品質に関わる活動が適正
に行われ、有効に機能し
ているか

品質に関わる活動が適正
に行われ、有効に機能して
いるか

品質の維持・改善活動

さらなる品質の
維持・改善

社内品質監査

品質監査部門

メグミルク

営業部門

継続的改善

見直し(Act)
方針・計画(Plan)

実施・運用(Do)
点検・是正処置
(Check)

ロジスティクス
部門生産部門原料資材部門
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メグミルクでは、牛乳では初めて「どこの工場で、いつ

作られたか（分単位）」の情報が分かるシステムを、作

り上げました。

この情報は、パソコンと携帯電話の企業ホームページ

で、どなたでも簡単に検索していただけます。

※ビジネスモデル特許出願中

けんさく君
お客様とメグミルクをつなぐ窓口

「お客様センター」では、お客様との窓口としてお客様

からの貴重なご意見を社内にフィードバックするとともに、

各種のお問い合わせに的確にお答えできるよう、私た

ち自身の知識を向上させ、お客様に価値あるサービス

をご提供できるよう努めています。

「お客様センター」では、専任のスタッフによるフリーダ

イヤル（０１２０ー４６４ー３６９）をはじめ、企業ホームページ

にも「お客様センター」コーナーを設置。

よくあるご質問（ＦＡＱ）の紹介や、メールによる受付を

行っています。

さらに、声をお寄せくださったお客様にアンケートの実施、

「お客様対応品質向上月間」の設定など、社員全員

がお客様の気持ちを大切に、お客様満足度を向上さ

せる取り組みを継続して行っています。

お客様の声を社内にフィードバックし、
商品やサービスの改善に生かします。

お客様センターのもうひとつの大きな役目は、皆様から

寄せられた貴重な声のフィードバックです。

日報や週報、月報を経営層をはじめ、関係者に発信。

また社内関係部署マネージャーをメンバーとした「お

客様の声実現会議」の実施により、商品やサービスの

改善に努めています。

お客様センター

「携帯でけんさく君」 ＱＲコード
ｈｔｔｐ：／／ｗｗｗ．ｍｅｇｍｉｌｋ．ｃｏｍ／ｋ／

製造日時検索システム
「けんさく君」

お客様センターの様子

実際の使い勝手も手に取って
確認

勉強会で商品の特徴や味を
チェック

お客様
センター

お客様の声
実現会議

お客様

商品・サービスに反映

ご意見・お問合せ

お答え・対応

社内
関係部署

お客様の声
データベース

携帯電話からけんさく君 携帯でけんさく君画面
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社会的取り組み

コーポレートガバナンス

企業が、株主・社員・取引先・消費者・地域社会などさ

まざまなステークホルダーの皆様の期待に応えるため

には、適正なコーポレートガバナンスが必要です。

メグミルクは、企業理念を実現するために、社会から

信頼されるガバナンスを構築し企業価値の向上に努

めています。また「経営の透明性」を確保し「経営責任」

を明確化するために、「社外取締役」や「社外監査役」

を選任しています。

ミルクコミュニティ委員会

ミルクコミュニティ委員会は、メグミルクが重要な意思

決定をするにあたり、それらが社会の常識や価値観と

乖離することのないよう、外部の視点から意見を求め

ることを目的として設置されています。会社設立時より

開催され、現在は第二期の委員会を開催中です。

委員会は、学識経験者、企業経営者、消費者代表、

マスコミ、弁護士、公認会計士のメンバーで構成され、

経営層に対しさまざまな角度からのご意見・ご提言を

いただいています。

いただいたご意見は企業活動に反映させるとともに、

社内報などを通じて社内全体に周知を図っています。

内部統制システム

会社法への対応

２００６年５月に施行された「会社法」に基づき、メグミ

ルクでは「内部統制に関する基本方針」を取締役会

で決議しました。現在、この方針に基づき、各種コンプ

ライアンス活動の推進、内部監査の実施、ミルクコミュ

ニティ品質システム（ＭＣＱＳ）に基づく品質保証活

動などを実施しています。

情報セキュリティ体制

今日、情報は企業にとって極めて重要な資産です。

メグミルクはさまざまな情報資産を安全に管理するた

めに、各種規定類（個人情報保護規則などを含む）を

整備し、その遵守状況について各職場毎に自己点検

を行うとともに内部監査時に確認・検証しています。

コーポレートガバナンスとコンプライアンス

株　主　総　会

監査役会
監査役４名（うち、社外監査役２名）

コンプライアンス部

取締役会
取締役１０名（内、社外取締役４名）

経営会議

執行役員（９名）

本社部長、事業部長等

コーポレートガバナンス体系図

連携

連携

報告

監査

監査役の選任・解任

監視

会計
監査

業務執行権限の委譲

取締役の選任・解任

会計監査人

内
部
監
査

選
任
・
解
任
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コンプライアンス

コンプライアンス推進体制

メグミルクは、コンプライアンスの徹底を求める今日の

社会的状況を踏まえ、設立当初からコーポレートスタッ

フ部門としてコンプライアンス部を設置して、企業倫理

の維持向上や法令遵守の徹底に努めています。また、

全社的なコンプライアンス推進体制として、代表取締

役社長を委員長とするコンプライアンス委員会のもと、

本社部長・グループ部長・事業部長をコンプライアンス

責任者とする体制を構築しています。また、同様な仕

組みを子会社にも構築するとともに、コンプライアンス

委員会には、子会社の社長（又はコンプライアンス担

当役員）が出席してコンプライアンス方針や重点活動

計画の協議に参加し、グループをあげてコンプライア

ンスの推進に取り組んでいます。

 「企業行動規範」の策定と署名の実施

メグミルクでは、企業理念を実現するための行動の基

本を「ミルクコミュニティ行動宣言」、企業の社会的責

任を果たすための具体的行動のあり方を「ミルクコミュ

ニティ行動指針」として定め、これらをあわせて「企業

行動規範」と呼んでいます。毎年８月２２日の創立記念

日には、全役員・社員が、企業理念を理解し「企業行

動規範」に基づいて行動することを宣誓する「企業

行動規範遵守宣誓」に署名しています。また、定期的

に各職場のチーム単位で、行動指針の一つ一つが自

らの業務に照らしてどのような意味があるかについて

協議し、行動指針への理解を深めています。

コンプライアンス研修

コンプライアンスの重要性を全役員・社員が認識し体

質化するためには、タイムリーに各階層に適したコン

プライアンス研修を繰り返し実施する必要があります。

メグミルクでは、役員以下経営幹部社員を対象とした

「役員・幹部社員コンプライアンス研修」や経営職を

対象とした「コンプライアンス責任者・リーダー研修」、

一般社員を主対象とした「コンプライアンス研修」、人

事部門の階層別研修に合わせた「階層別コンプラ

イアンス研修」、子会社の役員・社員を対象とした「子

会社コンプライアンス研修」など、さまざまな研修を毎

年実施し、コンプライアンス意識の浸透・確立に努め

ています。

コ ン プ ラ イ ア ン ス 推 進 体 制 の 組 織 図 

委 　員 　長：代表取締役社長
副 委 員 長：代表取締役専務
委　   　　員：常務、取締役（常勤）、執行役員、コンプライアンス部長

アドバイザー：弁護士
常勤監査役：出席して意見を述べることができる。

事務局 ： コンプライアンス部

(連携・推進）

コ ン プ ラ イ ア ン ス 活 動 単 位

コ ン プ ラ イ ア ン ス 委 員 会

コンプライアンス責任者：
　本社部長・グループ部長

コンプライアンスリーダー
　本社各部の課長

本　社

コンプライアンス責任者：事業部長
コンプライアンス副責任者：
　工場長・支店長・
　ロジスティクスセンター長

コンプライアンスリーダー
　事業部課長及び工場、支店、
　ロジスティクスセンター課長

地 域 事 業 部

各社にコンプライアンス委員
会と同様な組織を設置する。

委員長のもとにコンプライア
ンス責任者、コンプライアン
スリーダーを任命する。

子　会　社
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社会的取り組み

特別相談窓口

２００６年４月施行の公益通報者保護法は、公益のた

めに通報した労働者を保護するものですが、事業者

はこれに応えて「通報・特別相談窓口」の設置を促さ

れています。

メグミルクは、会社設立の年から特別相談窓口として

「ＭＥＧホットライン」を設けています。同法の施行後は、

更に体制を充実し、メグミルク社員のほかにメグミルク

で働く派遣会社社員、請負会社社員、子会社の社員

にまで相談受付対象を拡大しました。また、このほかに、

弁護士による「社外弁護士ホットライン」を設け、法の

専門家への相談体制も新たに開設しました。その運

営の基本は、「秘密厳守」と原則として相談者の「不

利益扱いの禁止」とし、安心して相談できるようにして

います。

なお、日常のコンプライアンス上の相談は、まず職場の

上司かコンプライアンスリーダーに相談することとし、

特別の事情があれば、「ＭＥＧホットライン」や「社外

弁護士ホットライン」に相談することにしています。

内部監査時の確認と
コンプライアンスアンケートの実施

メグミルクでは、コンプライアンス意識が現場に浸透し

業務に反映されているかを確認するために、内部監

査時に所属長及び一般社員に対するコンプライアン

スヒアリングを実施しています。また、毎年、全社員に

対する無記名の「コンプライアンス定着度評価アンケー

ト」を実施し（回収率９９％以上）、コンプライアンスの

浸透状況を把握するとともに、課題を抽出し解決に向

けた対応を行っています。

コンプライアンス部長
他コンプライアンス担当経営職

コンプライアンス部担当役員

相　談　者
（社員、派遣社員、請負会社の社員、子会社の社員）

企業倫理相談窓口
（社外弁護士ホットライン）

関連他部門特定者

特別相談窓口対応概念図

代表取締役社長

報告・連絡・相談
協力・連携

電子メール・
電話、手紙 など

回答
専用の電子メール・
電話、手紙 など

相談

報告

相談　
電子メール・電話、手紙 など
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「１ｄａｙ ｍｙ 評価」の実践

工場では、一人ひとりが始業時にその日の危険予知

（ＫＹ）をし、終業時に自己評価を実施する「１ ｄａｙ ｍｙ 

評価」
※
を実施して、安全先取り活動を行っています。

※事業所によって、 「１ ｗｅｅｋ ｍｙ 評価」など期間を調整して実施
しているところもあります。�

「１ｄａｙ ｍｙ 評価」とは

「リスクアセスメント」の導入

職場に潜む危険性又は有害性（ハザード）と災害発

生のプロセスを把握し、ルールに従ってリスクを除去・

低減する対策を検討し、改善を進めています。

指差し称呼の実践

構内の横断時、作業の各場面で指差し称呼を行い、

安全で安心な作業に努めています。指差し称呼は、

危険を伴う作業の要所要所で、集中力を高め、「うっ

かり、ぼんやり」などのヒューマンエラーによる事故を

防ぐのに有効です。�

メグミルクでは、『社員一人ひとりが、安全と健康を大

切にし、生き生きとして働ける明るい快適な職場環境

づくりを全員参加で進める』を労働安全衛生の基本

方針として掲げ、これをもとにさまざまな取り組みを

行っています。

健康管理体制の充実

全ての社員に対する健康の維持、疾病の予防・早期

発見を目的に、メグミルクでは定期健康診断の１００％

受診を推進しています。一次健診の結果、再検査対

象となった社員に対しても受診の指導を行っています。

�

自動車事故ゼロの取り組み

メグミルクでは自動車事故ゼロを目標に日々活動を実

践しています。２００６年度は「一時停止の励行」「交

差点における人・自動車との接触の防止」「駐車場

内における接触の防止」を最重点注意事項に掲げま

した。

指差し称呼の風景 指差し称呼の教育演練の様子

労働安全衛生
工場での活動事例

工場でのセルフチェック

健康診断

営業担当者の乗車風景

工場の会議

始業前
その日の危険予知

終業時
その日の自己評価

「毎日書く」ことによる意識付け

各自が専用の用紙に
毎日記入

コミュニケーション

上司は必ず
コメントを記入
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会社の概況

組織構成

● 経営企画部

● コンプライアンス部

● 品質保証部

● コミュニケーション部

● システム企画部

● 管理統括部

● 営業統括部

● ロジスティクス部

● 生産統括部

● 酪農資材部

● ロジスティクスセンター
● 支店● 北海道事業部
● 工場

● ロジスティクスセンター
● 東北事業部

● 支店

● ロジスティクスセンター
● 支店● 関東事業部
● 工場
● ロジスティクスセンター
● 支店● 中部事業部
● 工場
● ロジスティクスセンター
● 支店● 関西事業部
● 工場
● ロジスティクスセンター
● 支店● 九州事業部
● 工場

代
表
取
締
役

取 

締 

役 

会

株 

主 

総 

会

監
　
査
　
役

監 

査 

役 

会

日本ミルクコミュニティ株式会社

Ｎｉｐｐｏｎ ＭｉｌｋＣｏｍｍｕｎｉｔｙ Ｃｏ.,Ｌｔｄ.

〒１６２ー００６７

東京都新宿区富久町１０ー５　新宿ＥＡＳＴビル

（代表）０３ー５３６９ー６８００

２００３年（平成１５年）１月１日

１４２億円

１，７３６名（２００７年３月現在）

全国農業協同組合連合会（４０％）

雪印乳業株式会社（３０％）

全国酪農業協同組合連合会（２０％）

農林中央金庫（１０％）

１．  牛乳、乳製品の製造・販売

２．  果汁、清涼飲料水、炭酸飲料水の製造・販売

３．  菓子、調味料、穀物類を原料とした農産加工品の製造・販売

４．  農畜産物及びその加工食品の販売

５．  酒類の販売

６．  医薬部外品の販売

７．  農畜水産加工品その他の食品、日用雑貨、健康器具の通信販売

８．  工業所有権及びノウハウの企画、開発、制作、管理、賃貸及び販売

９．  産業廃棄物の処理

１０．貨物利用運送事業

１１．前各号に関連する一切の事業

商号

本社

創業

資本金

社員数

株主（出資比率）

事業目的
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業績の推移

単体売上高と経常利益 社員数 生産量

単体売上高　（億円）

経 常 利 益　（億円）

社員数（人）

生　産　量　（ｋｌ）

正社員のみ（除く、出向・休職者）

嘱託・契約・パート社員

２００４年度

２，２６１

２３

１，８６６

５１６

９５８，０００

２００５年度

２，２１５

４０

１，７７９

４８９

９４４，０００

２００６年度

２，１９５

３０

１，６９４

５４９

９６３，０００

９５８，０００ ９６３，０００

２００６年度業績について
２００６年は、中期三カ年経営計画（ＭＥＧ ＲＩＳＩＮＧ 

ＰＬＡＮ ＝ ＭＲＰ）の初年度として、７つの中期経営

方針に基づくアクションプランの着実な実践と、ローコ

スト・オペレーションによるコスト低減の推進により利益

計画を達成しました。

■売上高においては、大型新商品「ナチュレ恵」の投

入や、野菜系飲料などの新商品・改良品が寄与した

ものの、牛乳消費の漸減や上期の全国的な天候不

順の影響による清涼飲料などの売上減をカバーできず、

通年では前年・計画ともに下回りました。

■利益面では、ＭＲＰ施策に基づき、積極的なコミュ

ニケーション投資・設備投資・システム投資を行った結

果、前年を下回りましたが、ローコスト・オペレーション

の徹底により、計画は上回りました。

■白物飲料では、２００６年５月にプレミアムタイプの「牛

乳が好きな人のメグミルク」を全国展開し牛乳の売上

拡大を図った結果、既存の「メグミルク牛乳」と合わせ

て、売上は１８０億円、メグミルクブランド牛乳としては、

前年比１０９％の伸長となりました。しかし、牛乳全体

では、市場の低迷を受け、売上は６３０億円、前年比

９４％となりました。一方「毎日骨太」「しっかり飲める

特農４.４」が好調に推移し、白物飲料は前年を上回り

ました。

■色物飲料他では、「雪印コーヒー」が好調を維持し

たほか、健康志向を反映して「健康菜園シリーズ」を

はじめとする野菜系飲料が大幅に伸長し、清涼飲料

などの落ち込みをカバーしました。また、３月に発売し

た「ナチュレ恵」の好調により、プレーンヨーグルトが前

年を大幅に上回ったほか、ソフトヨーグルト、デザート類

が好調に推移しました。

１，０００，０００

９５０，０００

９００，０００

８５０，０００

０ ０

５００

１，０００

１，５００

２，０００

０

２０

４０

２，２４０

２，２６０

２，２８０
（億円） （人） （ｋｌ）

２，２２０

２，２００

２，１８０

２，１６０

２００４年度 ２００５年度 ２００６年度 ２００４年度 ２００５年度 ２００６年度 ２００４年度 ２００５年度 ２００６年度

＝単体売上高 ＝経常利益 ＝正社員 ＝嘱託・契約・パート社員

９４４，０００

１，８６６
１，７７９

１，６９４

５１６
４８９

５４９

２，２６１

２，２１５

２，１９５

２３

４０
３０
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◎ 北海道事業部   
■ 札幌支店  ○ 札幌工場

■ 北東北支店

◎ 東北事業部  ■ 仙台支店

◎本社  ◎ 関東事業部
■ 首都圏中央支店

◎ ＝ 本社、事業部

■ ＝ 支店

○ ＝ 工場

◇ ＝ 製造所

◎ 関西事業部  ■ 近畿支店

◎ 中部事業部  ■ 中部支店  ○ 名古屋工場

○ 豊橋工場

○ 児玉工場

○ 川越工場

 ○ 海老名工場

■首都圏西支店

○ 日野工場

○ 富里工場

○ 野田工場  ■首都圏東支店

■首都圏北支店

■ 上信越支店

■ 神戸支店  ○ 神戸工場
○ 京都工場

◇ 京都工場池上製造所

■ 中四国支店

◎ 九州事業部
■ 九州支店
○ 福岡工場

会社の概況
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環境省「環境報告書ガイドライン（２００３年版）」との対応
分　野 ページ項目・情報

１）基本的項目 １. 経営責任者の緒言（総括及び誓約を含む）

２. 報告に当たっての基本的要件（対象組織・期間・分野）

３. 事業の概況

２）事業活動における
　　環境配慮の方針・目標・
　　実績等の総括

４. 事業活動における環境配慮の方針

５. 事業活動における環境配慮の取組に関する目標、計画及び実績等の総括

６. 事業活動のマテリアルバランス

７. 環境会計情報の総括

３）環境マネジメントに
　　関する状況

８. 環境マネジメントシステムの状況

９. 環境に配慮したサプライチェーンマネジメント等の状況

１０. 環境に配慮した新技術等の研究開発の状況

１１. 環境情報開示、環境コミュニケーションの状況

１２. 環境に関する規制遵守の状況

１３. 環境に関する社会貢献活動の状況

４）事業活動に伴う環境負荷
　　及びその低減に向けた
　　取組の状況

１４. 総エネルギー投入量及びその低減対策

１５. 総物質投入量及びその低減対策

１６. 水資源投入量及びその低減対策

１７. 温室効果ガス等の大気への排出量及びその低減対策

１８. 化学物質排出量・移動量及びその低減対策

１９. 総製品生産量又は総商品販売量

２０. 廃棄物等総排出量、廃棄物最終処分量及びその低減対策

２１. 総排水量及びその低減対策

２２. 輸送に係る環境負荷の状況及びその低減対策

２３. グリーン購入の状況及びその推進方策

２４. サービスのライフサイクルでの環境負荷の状況及びその低減対策

５）社会的取組の状況 ２５. 社会的取組の状況

　　ア. 労働安全衛生に係る情報

　　イ. 人権及び雇用に係る情報

　　ウ. 地域の文化の尊重及び保護等に係る情報
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